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モ デ　ル　名 ECP38RZJ1
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ベトンテック(エヴァダイム)

自然降下 作動速度

項　　目 測　定　方　法 計　測　姿　勢 項　　目 測　定　方　法 計　測　姿　勢
ブームシリンダー アウトリガーを最大に張り出し、ブー

ムをまっすぐに伸ばした状態で保持す
る。各ブームシリンダーにダイヤル
ゲージを取り付け、10分間の自然降下
量を計測する。ブーム先端に荷重は加
えない。

ブーム旋回 アウトリガーを最大に張り出し、
各ブームシリンダーの全ストロー
クの作動時間をストップウォッチ
で計測する

ｱｳﾄﾘｶﾞｼﾘﾝﾀﾞｰ ブームを水平に伸ばし、測定対象のア
ウトリガーの真上に置く、アウトリ
ガーにダイヤルゲージを取り付け、10
分間の自然降下量を計測する

自然降下

図ー2 アウトリガーシリンダー自然降下計測姿勢

フロントアウトリガー

リアアウトリガー

図ー1 ブームシリンダー自然降下計測姿勢
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